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例 言

1.本 書は、平成18年 度 において、株式会社エヌ ・ティ ・ティ ・ドコモ中国の委託を受 け実施 した 「津

和野中座」基地局新設工事予定地内 「陶晴賢本陣跡」の発掘調査報告書である。

2.調 査 は、島根県教育委員会文化財課の指導 と協力 を得 て次のような体制で実施 した。

調査指導 島根県教育委員会文化財課

広島県立美術館学芸課長 村上 勇

梅光学院大学教授 渡辺 一雄

津和野町文化財保護審議会委員 松島 弘

事務局 津和野町教育委員会 教.育長 斎藤 数弘

教育次長 廣石 修

文化財係 米本 潔

調査員 津和野町教育委員会文化財係長 中井 將胤

文化財係 宮田 健一

調査補助員 永田 茂美 椋木 牧子 麻野 遥

調査参加者 佐伯 昌俊 森川リユ子 岩本 光子 弘奥 長生

村上 里美 久保 政幸 大井 将正

3.発 掘調査 に際 しては、島根県教育委員会文化財課 に終始多大 な協力 をいただ き、 また 丹羽野氏

か らも一・方 ならぬお世話 をいただいたことに対 し、 ここに合わせて感謝の意を表 したい。

また、発掘現場 においては、所有者の岩本光子氏 をは じめ とし、地元 の方々にご協力 を得 るなど、

ここに無事発掘調査 を終 えることがで きたことに対 してお礼 を申 し上げたい。

4.今 回の調査 において、 ピッ ト(柱 穴)一P、 土構 一SKと 略号 している。なお、現場あ るいは編

集 に利用 した現地地図は、1/1000の 縮尺の ものであ り、また、位置図な どは1/25,000を 使用 した。

なお、現地 における基準点測量及 び地形図は、株式会社 ワール ドの協力 を得 て行 った。

5.調 査 に伴 う記録類及び出土遺物 は、津和野町教育委員会で保管 している。

6.本 書 は宮 田 ・永田 ・椋木 ・佐伯 ・麻野氏の協力 のもと、中井將胤が編集 にあたった。
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第1章 発掘調査の経緯と経過

第1節 発掘調査の経緯
ノ'

平成17年8月 、㈱ エヌ ・ティ ・テ ィ ドコモ中国 より 「津和野中座」基地局新設工事地内の埋蔵文化

財 の有無、及び取扱い についての協議が津和野町教育委員会 になされた。

これに対 し、今 回の建設予定地は陶晴賢本 陣の主郭 の一部であることか ら、建設場所の変更を協議 し

たが、既 に変更計画 は難 しい状 況にあ り、携帯電話 の利便性今 日性 も考えれば工事 はやむ を得 ない も

の と判断 した。

そして平成17年11月 、津和野町教育委員会 は、島根県文化財課の指導によ り、工事予定地内 を工事

着手前 に発掘調査 を行 う必要が ある旨を回答 した。そ して平成18年7月 に依頼 を受 け、同年8月3日

付で島根県教 育委員会へ埋蔵文化財発掘調査通知 を提出 し、8月7日 より現地調査 を実施 した。

第1図 位置図

第2節 発 掘 調 査 の 経 過

発掘調査 を開始するにあた り、調査対象地が現在 ヒノキ林 になっているため、伐採作業終了後 の平

成18年8月17日 、調査 区を設定 し発掘調査 を開始 した。

発掘調査 の後半 に差掛か った段階で、今後の調査方法等 の指導 を受けるため、島根県教育委員会文

化財課の丹羽野氏 に平成18年9月8日 、来町 して もらい現地での指導を受けた。また、同年9月22日

には、梅光学院大学の渡辺教授 、県文化財課の西尾氏、町文化財保護審議会 の松 島氏が来跡 され、今

後の調査方法や遺構な どについての指導 を受けた。 そ して、現地調査 は平成18年9月29日 に無事終了

した。

さらに、平成19年3月5日 には、県文化財課の西尾氏 に出土遺物の鑑定 をして もらった。
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第2章 地区の概況

第1節 地 理 的 環 境 と地 形 的 立 地

本遺跡が所在する津和野町は、島根県西部 に位置(第1図)し 、平成17年9月25日 に合併が行 われ

たため、現在 では北 ・東側が益 田市、南側が吉賀町、西側が山口県 に接 した位置 に存在 す る。そ して、

東西27km、 南北19km、 を測 り、総面積307.09kmと なる。 また、総面積の約8割 以上が山林 で、

高津川や津和野川の流域 とその支流が入 り込み、流域 に市街地 、集落、農地が点在 し、ま さに典型的

な中山間地域 である。

陶晴賢本陣跡 は、島根県津和 野町中座1680-2番 地に所在 し、本町の南東部 にあたる山口県 との県境

に位置する。該当地は西か ら北東方向に流下する津和野川の右岸 にあ り、標高約420rn、 比高約220m

を測 る位置に立地 している(第2図)。 また、正面北側 には津和野川 を隔てて津和野城がある。そ して、

津和野川 をは じめ とする河川沿い に200～300mの 平野部が城下町 を含めて広が り、400rn級 の山, 、々

さらに900m級 の山々がそびえて周 囲を囲む形で盆地状の地形 を形成 している。

第2図 地形断面図
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第2節 歴 史 的 環 境

本地 区における遺跡等 は、津和野川両側 において多 く点在 している(第3図)。 津和野川付近 は高

田盆地であ り、古い時代 として高田遺跡や山崎遺跡か らは、縄 文時代早期 の土器が出土 している。 そ

れ以降の時代 において も、本調査 地の麓である大蔭遺跡は縄文後期 か ら奈良 ・平安時代 までの遺跡で

あ り、中世以 降の遺跡 も点在す る。そ して北側 には津和野城があ り、その東側麓には城下町がある。

中世時代の津和野の領主である吉見氏 は、弘安5(1282)年 に元X再 防備のため能登 国か ら津和野北

部の木部地区に入 り、その後14世 紀 に津和野城 を構 えた と伝 え られている。中世の津和野城の大手 口

は近世以降の大手口 とは反対側の喜時雨 にあった と考え られ、吉見氏の居館 なども城の西側 に存在 し

ていたとするのが通説である。

本陣 を構1えた陶晴賢は天文20(1551)年 、主君である大 内義隆を自害 に追い込 んだあと、益 田氏 と共

に、吉見氏 を挟み撃 ちに しよう とした。そのため領主であった吉見正頼は、主君 であ りまた義弟 であ

った大内義隆の弔いのため、天文22(1553)年 、陶晴賢討伐 を宣言 し、戦が始 まったのである。討伐宣

言後、陶晴賢 は幾度 とな く吉見氏 と激戦 を繰 り広 げていた ものの吉見氏 を滅 ぼすこ とはで きず、天文

23(1554)年3月 この地に陣 を構 えたのであった(第4図 ・第5図)。 そ して12回 の激戦 の末、4月1

7日 頃か ら戦況が変化 し、ついに吉見正頼 は津和野城の尾根 沿い にある下瀬山城 に後退す ることとなっ

たのである。

陶軍 は8月2日 に全面攻撃 をかけ、多 くの死傷者 を出す接 近戦 を繰 り広 げたが、それで も毛利氏 と

連携 を とっていた吉見氏 は最後 まで抵抗 を続 け、9月 に入 り尼子氏調停 の もと正式 に和解 し、1年 も

の長期 に亘る戦が終 わったのである。

大正10年 山口線建設工事中に栃ケ獄

(陶晴賢本陣跡)の 中腹の傾斜地 か

ら出土 した。 「鹿玉山」 「龍文寺」

の銘があ り徳 山市の龍文寺の茶釜 で

あることが確認 された。

(津和野町史第1巻)

(ラ車禾口里予多郎土食官蔵)
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1、 喜時雨遺跡1、 陶晴賢本陣跡

2、 高田遺跡2、 津和野城跡

3、 大蔭遺跡3、 喜時雨陣城跡

4、 門林遺跡4、 御陣場山城跡

5、 彷僧原遺跡5、 茶臼山城跡

6、 観音平遺跡6、 段原山城跡

7、 狐尾遺跡7、 丸山城跡

8、 石田遺跡8、 伝吉見乳母の墓

9、 西中組遺跡9、 伝吉見民部の墓

10、桂川遺跡10、 吉見少将正頼夫人の墓

11、 山崎遺跡11、 吉見頼行の墓

12、元山遺跡12、 上寺田石塔群

13、東中組遺跡

14、鷲原八幡宮流鏑馬馬場

15、 上寺田遺跡

16、 下寺田遺跡

17、 下千原遺跡

18、 津和野藩御殿跡

19、 高崎亀井家屋敷跡

第3図 位置 と周辺の遺跡分布

、
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第4図 陶晴賢本陣縄張図
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第5図 陶晴賢本陣跡全体測量図
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第3章 調査概要

第1節 調 査 区 の 設 定

今 回の開発予定地 は約200㎡ であ り、その内、鉄塔や付随施設等の建設予定地 は約100㎡ になるため、

今 回の発掘調査範 囲は、掘削 した廃土の置 き場 も考 えて、鉄塔等 の建設予定地を中心 に範囲を設定す

ることにした。 まず、南北 に7m、 東西 に7m合 計49㎡ の正方形 に設定 し、東側 に1m幅 のベル トを

設け、 さらに東側 に同形の調査 区 を設定 した。そ して、西側 をA区 、東側 をB区 とし、調査面積 は、

ベル ト部分を含 めて合計105m2を 測る(第6図)。

最終的 に、A、Bの 調査 区の問にあるベル トは掘削 し、堆積状態 を確認す るためB区 東側 に幅70cm

の トレンチ を設定 した。

第6図 調査区配置図
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第2節 層序と層位

1.は じめに

本節で記 してい る土層 の色彩 は、農林水産省農林水産技術 会議事務局 ・財団法人 日本色彩研究所

が監修 している、小 山正忠 ・竹原秀雄 著 『新版 標準土色帖2004年 版』を使用 している。

2.層 序状況

本遺跡 の西側 の基本層 序 は、1層 の表土、2層 は黒褐色土(7.5YR1/3)、3層 は榿色粘 質土

(7.5YR6/6)、4層 は榿色粘質土(7.5YR7/6)で あった。東側では、1層 の表土、2層 は黒褐

色土(7.5YR1/3)、3層 は浅黄色粘質土(2.5YR7/4)、4層 は明黄褐色粘質土(2.5YR7/6)、

5層 の淡黄色粘質土(2.5YR8/4)で あった(第7図)。

以上の層序 を考察する と、西側 の4層 と東側の5層 は地山であ り、西側 の3層 と東側 の3、4層 は調査

区北側の尾根部 を削平 し、その地山の土 を南側の傾斜地 に盛土 し、平坦部 を作 った もの と考 え られた。

第7図 土層図
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第3節 遺 構

1.は じめ に

本 節 で述べ る遺構 につ い ては、柱 穴状 の もの をP、 土 構 をSKと 略号 した(第8図)。

2.検 出遺構

ピ ッ ト状(P)と 称 した遺 構 は、11個 が 検 出 され 、 その多 くはA区 北 側 に集 中 して いた 。 これ らの

ピッ トは、 直径 約30cm～40cm、 深 さ約10cm～20cmを 測 る。 いず れ も小 さな柱 穴 で あ り、 大 きな建 物

が 建 ってい た とは考 え られず 、柱 穴 問の 関連 も調 査 区内 だ けで は判 明す る こ とは困難 で あ った。 また、

柱 穴遺構は 北 側 の調査 区外 に続 くもの と思 われ た。

SKと 称 した遺構 は、3箇 所検 出 され た(第9図)。 まずSKO1は 、37cm×60cmの 方形 、深 さ24

cmを 測 る。 この遺 構 は炭 化 物 を含 んだ土 坑 で あ るが 用 途 ・目的 につ い て は不 明で あ り、 炭化 物 につ い

て は 自然 科学 分析 の結 果 、1200年 か ら13000年 前 との判定 が で て い る。そ の結 果 につ いて は次 節 で詳

細 に述べ る。 次 にSKO2は 、86cm×115cmで 深 さ35cmを 測 る。用 途 ・目的 につ い て は不 明 であ るが

地 山 を人為 的 に掘 られ た もので 、土 師 質土 器 片 が1片 出土 して い る。 出土 遺 物 か ら判 断 して、 この遺

構は 中世期 の もので あ る と考 え られた。

ピッ ト 上面(標 高)下 面(標 高)深 さ(cm)直 径(cm)備 考

PO1416.786416.68糸 勺10糸 勺35

PO2416.874416.685糸 勺18糸 勺32

PO3416.886416.782約10約27

PO4416.833416.731糸 勺10糸 勺34

PO5416.891416.765糸 勺12糸 勺32

PO6416.939416.768糸 勺17糸 勺46

PO7416.972416,856糸 勺11糸 勺25

PO8416.945416.776糸 勺16糸 勺42

PO9416.58416.488約9約38

P10416.75416.649糸 勺10系 勺34

P11416.959416.811糸 勺14糸 勺26

SKO1416.96416.72約24約37炭 化物 出土

SKO2417.052416.632約35約86土 師器 出土

第1表 検 出遺 構計 測表
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第8図 遺構配置図

SK-01SK-02

1、 明 黄褐色土(2.5Y6/6)1、 黒 褐色土(2.5Y7/4)

2、 明 黄褐色土(2.5Y7/6)2、 オ リー ブ褐色土(2.5Y4/4)

3、 にぶ い黄色土(2.5Y6/4)

4、 生 物痕

第9図SKO1・02断 面 図
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第4節 年 代 測 定

1分 析 試 料 に つ い て

1-1試 料 採 取 地 点

図1-1に 試 料 採 取 地 点 を示 す 。 平 面 図 は 、 津 和 野 町 教 育 委 員 会 よ り提 供 を受 け た

原 図 を も とに 作 成 した 。

A区

図1-1試 料 採 取 地 点

1一一2年 代 測 定 試 料

試 料 の 概 要

試 料 名:TT-1

重 量::0.419g

試 料 の 種 類:炭

図1-2年 代 測 定 試 料(TT-1)
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2AMS年 代 測 定 方 法

(1)原 理

大気 圏 上 層 で熱 中性 子 化 した 宇 宙 線 が 、窒 素 原 子 と原 子 核 反 応(14N軸 →14C+H)

を 起 こ し て 放 射 性 炭簾C4C)が 生 成 され る 。 こ の 放 射 性 炭 素(14C)は 、CO2と

して 炭 素 リザ ー バ ー(大 気L6%、'腐 植2.6%、 生 物 圏0.8%、 浅海2.0%、 深 海93%)に

貯 蔵 され 、 一 方 で は5568(5730)年 の 半 減 期 で β贈壊 変 を お こ す 。 光 合 成 等 の 生 命

活 動 を 通 じて 生 物 体 に 固 定 され る

・4Cの 初 期 量 は
、 そ れ ぞ れ の 生 命 活 動 の行 われ た リザ ー バ ー にお け る14Cの 平 衡 状

態 に お け る量 と 同 じ と考 え られ 、 生 物 体 の 死 滅 と と も に、 閉 じた 系 の 中 で 減 衰 して

い く と考 え らえ る。 つ ま り、 生 物 遺 体 中 の14C濃 度 を 測 定 し、 現 在 の ユ℃ 濃 度 と く ら

べ る こ と に よ り、 そ の生 物 が 死 ん で か ら現 在(た だ し、1950年 を現 在 とみ な す)ま

で の 経 過 年 数 が わ か る。

(2)前 処理及び測定方法

1)前 処 理

塩 酸 に よ る酸 洗 浄(試 料 に よ り、 水 酸 化 ナ ト リウ ム に よ る アル カ リ処 理)。

2)試 料 の調 整

酸 化 銅 と と も に加 熱 し、 二 酸 化 炭 素 を 生 成 。

精 製 ライ ン にお い て 水 、 二 酸 化 硫 黄 な どの不 純 物 を 除 去 。

精 製 した 二 酸 化 炭 素 を 水 素 と鉄 と と も に加 熱 し、 グ ラ フ ァイ トに調 整 。

アル ミ製 ター グ ッ トホ ル ダ..一一.にプ レス 圧 入

3)測 定

AMS(加 速 器 質 量 分 析)法 に よ る。

タ ンデ ム 型 イ オ ン加 速 器 を 用 い14C濃 度 を 測 定 す る。

4)年 代 計 算

年 代 計 算 を行 う際 に は 、14Cの 半減 期 を5568年 と し て行 う。

5)補 正 計 算

δ13Cを 測 定 ・算 出 し、4)で 得 られ た 年 代 値 を補 正 す る。

6)暦 年 代 較 正

OxCalver3.1を 用 い 、INTCALO4デ ー タ を利 用 して 算 出す る。

一13一



3AMS年 代 測 定 結 果

測 定 結 果 を 表3-1に 示 す 。

表3-1に は 、 測 定 年 代 、 補 正14C、 暦 年 較 正 用 年 代 、 暦 年 代 の4種 類 の 年 代 値 を

示 して あ る。

測 定 年 代 は,従 来 は 実 年 代 と し て 用 い ら れ て き た 値 で あ る 。1℃ 濃 度 が 環 境,時

代 に か か わ らず 常 に 一 定 で あ る と い う仮 定 の 下 に,リ ビ ー の 半 減 期(5568年)を 用

い て 計 算 した 値 で あ る 。

補 正 δ13Cは 、 後 記 暦 年 較 正 用 年 代 の 、1の 位 をrOj、 「5」 で 丸 め た も の で あ る 。

暦 年 較 正 用 年 代 は 、14C濃 度 が 環 境 に よ り変 動 す る こ と か ら,δ13Cを 測 定 し,δ

'3C= 一一'25・/.に規 格 化 し た14C濃 度 を 求 め ,年 代 値 を 算 出 した も の で あ る 。

上 記 の 年 代 は,い ず れ も 西 暦1950年 か ら さ か の ぼ っ た 年 代 値 で 示 し て あ る 。

一 方 暦 年 代 は
,時 代(時 問)と と も に ラ ン ダ ム に 変 化 し て い る 大 気 中 二 酸 化 炭 素

の14C濃 度 を,樹 木 の 年 輪 や=海 底 堆 積 物 の 縞(し ま)状 粘 土,サ ン ゴ の 年 輪 か ら 明

ら か に し て 得 られ た 、暦 年 代 較 正 デ ー タ(INTCALO4)を 用 い て 、 暦 年 較 正 用 年 代 を 較

正 し た も の で あ る 。

表3-i年 代 測 定 結 果

試料 測定 年代 δ13C補 正14C暦 年較 正用 年代 暦 年代*1測 定 番号

No.(yrBP)(%o)(yrBP)'(yrBP)(ca量y.)(PLD一 一)

TT-11260±20-25.82±0.131245:ヒ201245±19・AD680一 ・8306360

AD840一 一一870

れ の
:2s嚢gma,95%probablllty

図3-1暦 年 較 正 結 果
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4得 られ た 年 代 値 につ い て

調 査 地 点 は 、 天 文23年(1554年)の 三 本 松 城(=津 和 野 城)を 中 心 と した攻 防 戦 の

際 に 、 陶 晴 賢 が 本 陣:を置 い た と され る場 所 で あ っ た。 こ の こ とか ら、年 代 測 定 を行

っ た炭 片 が採 取 され た 遺 構 は 、 陶 晴 賢 の本 陣 に 由 来 す る も の と考 え られ て い た 。

今 回 得 られ た 年 代 はAD680～870年(飛 鳥 ～ 平 安 時 代 前 期)で あ り、予 想 さ れ た 年

代 と大 き く離 れ る もの で あ っ た 。 通 常 、 樹 木 を用 い た 年 代 測 定 値 は遺 構 の 年 代 よ り

古 く な る傾 向 に あ る。 これ は 、 樹 木 の 成 長 に 関 係 現 象 と考 え られ る が 、700～900年

とい う値 は 、 樹 木 の 成 長 に伴 う誤 差 とす る に は離 れ す ぎ た 値 で あ る。 した が っ て 得

られ た 年 代 値 か ら は 、 今 回 の 遺 構 が 天 文23年(1554年)の 陶 晴 賢 本 陣 に 関係 した も

の で あ っ た 可 能 性 は 極 め て 低 い と言 え る。

5ま とめ

天 文23年(1554年)の 陶 晴 賢 本 陣 跡 に 関 した と考 え られ る遺 構 内 埋 土 中 の 炭 片 を

対 象 に 、AMS年 代 測 定 を 実 施 した 。 しか し、 得 られ た 年 代 値 はAD680～870年 ・(飛 鳥

～ 平 安 時 代 前 期)で あ り、 予 想 され た 年 代 と大 き く離 れ る も の で あ っ た 。 こ の こ と

か ら、 こ の 遺 構 が 陶 晴 賢 本 陣跡 と関係 した 可 能 性 は 、 極 め て 低 い と言 え る。

文化財 コンサルタン ト㈱ 渡邊正 巳氏

一15一



第4章 出土遺物

第1節 は じめ に

本調査 においての出土遺物 は、土 師質土器類1点 、陶磁器類1点 の総数2点 であった。 また、調査

区外 の表面採取 にて陶磁器片が1点 確認 された。 また、実測 を行 った出土遺物の内訳 は、出土遺物集

計表(第2表)に 示 しているとお りである。 なお、次節 において実測遺物 を種類別 に詳細 に記述 して

い くことにする(第10図 ・図版10-1)。

番号出土地点 器種 罐 豫)器 高 形態・手測 寺徴 色言周 胎土・焼成 備考

1SK一 ・2響(外 内)にぶし鰹 謬寝 野 下の 灘 籏

2A区 羅1・(外)植 物文様 聖轟1埃 鷹女
,口 縁鵡 の片

3表 採 翻
皿5.828欝 古伊万里焼 難 麗 濃;竃亥,口 譲 鞭

第2表 出土遺物計測表

第2節 実 測 遺 物

1は 、SK-02か ら出土 した土師質土器である。小片 のため確か なことは分か らないが、おそ らく

中世期の もの と思 われる。2は 、A区1層 か らした小碗 で直径約11セ ンチ、年代 は明治期の もの と推

定 される。3は 、直径6.5セ ンチの極小皿で江戸初期の古伊万里 と思われる。

第10図 遺 物 実測 図
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第5章 小 結

今回調査 を実施 した地点 は、陶晴賢本陣跡 として築かれた山城の一部分である。 しか も、開発事業

に伴 う緊急の調査であったため、調査 日数、調査面積 とも制 限された状況であ り、城全体 のわずか数

%が 調査対象 であった。

その成果か らでは、城の全貌 を明 らかにすることは困難であった。 しか し、今回の調査 区周辺は、

現在 の地形や土層 などか ら考察 して、尾根 を削平 して平坦地 を作 った ものであることは確認 で きた。

また、用途 は不明ではあるが、当時の土師質土器 を伴 った土坑や柱穴状遺構 なども検 出された。

また、遺物 な どが少量 しか出土 しなかった ことや検出 遺構が少 なかったことは、城 として使用 され

た期間が僅:か5ケ 月であった ことと関係があるのではないか と考 えられた。 また、想像の域 は越えな

いが、本 山城の立地な どか ら考 えて、おそ ら く吉見氏の動 きを監視 する場所 だったので はないか と思

われた。

今 回の調査成果 は、今後、本調査 区周辺や近隣iの山城な どの調査 をす る上で貴重な資料 になると考

える。

参考文献

沖本常吉編 『津和野町史』第一巻 津和野町史刊行会1970

沖本 博:著 『吉見氏 とその時代』 津和野歴史 シリーズ刊行会1997

『津和野城跡基本構想策定報告書』 津和野町教育委員会2003

引用

第4図 陶晴賢本陣縄張図 は、 『石見 の城館跡』島根県 中近世城館跡分布調査報告書 〈第1集>4

主要城館跡の解説 ・略測図 より転載
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図版1

1調 査地 点鳥 目敢
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図版2

1陶 晴賢本陣跡近景(北 から)

2陶 晴賢本陣跡 から見た津和野城 と城下町
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図版3

1調 査前の状況(伐 採前 北西 から)

2調 査前の状況(伐 採後 北西か ら)
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図版4

1A調 査区西壁

2A調 査区東壁

3B調 査 区 東壁

一21一



図版5

1PO2・03検 出状況(南 か ら)2PO2半 掘 状 況(南 か ら)

3PO3半 掘状況(南 か ら)403完 掘状況(南 か ら)

5PO5検 出状況(南 か ら)6PO5完 掘状況(南 から)
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図版6

1PO6検 出状況(南 から)2PO6完 掘状況(南 か ら)

3PO7検 出状況(南 か ら)4PO7完 掘状況(南 から)

5P11半 掘状 況(南 か ら)6P11完 掘状 況(南 か ら)
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図版7

1SKO1半 掘 状況(南 か ら)

2SKO1完 掘状 況(西 か ら)
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25一

図版8

1SKO2検 出状況(東 か ら)

2SKO2半 掘 状況(西 南 か ら)

3SKO2完 掘 状況(南 か ら)



國

1発 掘調査完掘状況(西 から)

2発 掘 完掘状 況(南 東 か ら)
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図版10

1出 土遺物

2実 測風 景
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団

1A区 発掘作業風景

2B区 発 掘作 業風 景
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